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が
ん
患
者
の
「
外
見
ケ
ア
」
を
支

え
る
費
用
助
成
制
度
に
つ
い
て

問
購
入
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

答
が
ん
患
者
が
補
整
具
を
購
入
し
た
場

合
に
そ
の
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
「
医

療
用
補
整
具
購
入
費
補
助
事
業
」
を
今

年
度
開
始
し
た
県
の
補
助
事
業
を
受
け
、

７
月
か
ら
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

対
象
は
、
松
茂
町
民
で
、
が
ん
治
療

に
伴
う
外
見
変
化
に
対
応
す
る
た
め
補

整
具
を
購
入
さ
れ
た
方
で
す
。
対
象
の

補
整
具
は
、
①
医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
・
毛

付
き
帽
子
②
胸
部
補
整
具
③
エ
ピ
テ
ー

ゼ
（
外
観
を
補
う
人
工
乳
房
な
ど
シ
リ

コ
ン
等
製
補
整
具
）
で
、
補
助
金
額
は
、

①
～
③
の
区
分
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
３
万

円
が
上
限
で
す
。

ご
み
の
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推

進
に
つ
い
て

問
「
エ
コ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」の
設
置
は

答
他
自
治
体
で
、
資
源
ご
み
を
持
ち
込

む
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
設
置
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
主
な
理
由
は
、
自
治

体
面
積
が
広
域
で
ご
み
処
理
施
設
ま
で

の
距
離
が
遠
く
、
持
ち
込
む
際
の
不
便

さ
が
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

本
町
は
、
第
二
環
境
セ
ン
タ
ー
か
ら
最

も
遠
い
距
離
で
も
約
５
㎞
程
度
で
、
持

ち
込
み
へ
の
支
障
は
な
い
と
考
え
ま
す
。

資
源
ご
み
は
第
二
環
境
セ
ン
タ
ー
で
、

平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時
ま
で

受
付
。
古
紙
等
は
「
紙
の
日
」
以
外
も
、

処
理
を
委
託
し
て
い
る
古
紙
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
み
可
能
で
す
。
こ
れ
ら
か
ら
、

本
町
の
資
源
ご
み
の
持
ち
込
み
は
、
適

切
な
対
応
が
出
来
て
い
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問
資
源
ご
み
の
分
別
を
分
か
り
や
す
く
広

報
す
る
に
は

答
家
庭
ご
み
に
つ
い
て
は
広
報
ま
つ
し

げ
や
防
災
無
線
で
分
別
の
仕
方
な
ど
を

広
報
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、
資
源

ご
み
が
ど
の
よ
う
に
リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ

て
い
る
か
な
ど
を
含
め
た
広
報
も
行
い
、

町
民
の
資
源
ご
み
に
対
す
る
意
識
向
上

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

問
啓
発
活
動
は

答
自
治
会
や
各
種
団
体
か
ら
依
頼
が

あ
っ
た
場
合
に
、
集
会
所
等
で
ご
み
に

関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

各
種
団
体
の
見
学
や
町
内
小
学
校
４
年

生
の
社
会
科
見
学
の
際
に
、
施
設
の
仕

組
み
や
ご
み
処
理
の
現
状
な
ど
を
説
明

し
啓
発
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

板東　絹代議員

松茂町議会
会議録

ホームページ
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町政に対する一般質問

松
茂
町
役
場
の
Ｄ
Ｘ
推
進
と
住
民

の
デ
ジ
タ
ル
格
差
対
策
に
つ
い
て

問
職
員
の
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
案
の
具
体
化

答
本
町
で
は
、
総
務
課
電
算
担
当
職
員

が
、
県
の
実
施
す
る
研
修
に
随
時
参
加

し
、
基
本
的
な
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
知
識
や

ス
キ
ル
の
習
得
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

役
場
全
体
で
の
計
画
的
な
人
材
育
成
の

体
制
整
備
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
Ｄ
Ｘ
人
材
育
成
の
た
め
、
職

員
一
人
ひ
と
り
が
Ｄ
Ｘ
に
関
す
る
基
礎

知
識
を
習
得
で
き
る
よ
う
、
全
国
の
事

例
や
最
新
技
術
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る

オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
等
、
様
々
な
研
修
を

受
講
で
き
る
体
制
を
確
保
し
、
計
画
的

な
受
講
を
促
し
て
参
り
ま
す
。

問
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
窓
口

サ
ー
ビ
ス

答
本
町
で
は
今
年
度
、
デ
ジ
タ
ル
化
施

策
の
一
環
と
し
て
、
申
請
書
作
成
支
援

シ
ス
テ
ム
、
い
わ
ゆ
る
書
か
な
い
窓
口

を
導
入
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
窓
口

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

を
利
用
し
た
転
出
時
の
手
続
き
、
税
金

等
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
な
ど
の
他
、

今
年
度
か
ら
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で

の
町
税
等
の
口
座
振
替
手
続
き
が
可
能

と
な
る
「
ウ
エ
ブ
口
座
振
替
受
付
サ
ー

ビ
ス
」
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
今
後
も
、

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化

を
念
頭
に
、
国
の
動
向
等
を
注
視
し
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ
い
て
研
究

し
て
参
り
ま
す
。

松
茂
町
く
ら
し
応
援
商
品
券
配
布

に
つ
い
て

問
ど
の
よ
う
な
発
送
の
仕
様
だ
っ
た
の
か

答
「
松
茂
町
く
ら
し
応
援
商
品
券
」
事

業
に
お
け
る
、
封
入
・
封
緘
作
業
を
含

め
た
配
達
の
委
託
期
間
は
、
件
数
が
多

い
事
と
配
達
物
が
商
品
券
と
い
う
性
質

上
、
対
面
で
の
引
き
渡
し
を
必
須
と
し

た
た
め
、
再
配
達
等
の
期
間
も
考
慮
の

上
45
日
間
と
設
定
し
、
初
回
配
達
は
4

月
24
日
に
完
了
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
地
域
に
よ
っ
て
配
達
日
に

ば
ら
つ
き
が
あ
っ
た
こ
と
は
、
一
定
、

致
し
方
な
か
っ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

商
品
券
の
使
用
期
限
は
10
月
31
日
ま

で
で
す
。
お
忘

れ
の
な
い
よ
う

ご
使
用
い
た
だ

き
、
物
価
高
騰

対
策
へ
の
一
助

と
な
れ
ば
幸
い

で
す
。

④
既
存
施
設
活
用
の
可
能
性
：
現
在
周
辺

自
治
体
の
火
葬
場
を
利
用
し
て
お
り
、
今

後
も
継
続
利
用
が
可
能
で
あ
れ
ば
、
そ
の

方
が
合
理
的
で
あ
る
と
判
断
し
て
い
ま

す
。

　

町
民
に
過
大
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ

う
、
周
辺
自
治
体
と
連
携
を
図
り
、
現
行

の
仕
組
み
が
円
滑
に
機
能
す
る
よ
う
、
引

き
続
き
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

再
問
火
葬
料
助
成
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

答
本
町
で
は
平
成
28
年
か
ら
火
葬
料
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
対
象
は
町
民

が
亡
く
な
ら
れ
た
際
に
火
葬
料
を
負
担
し

た
方
で
、助
成
額
は
大
人
が
上
限
３
万
円
、

子
ど
も
･
死
産
が
上
限
1
・
5
万
円
で
、

公
立
火
葬
場
は
そ
の
設
置
市
町
村
の
住
民

料
金
と
の
差
額
の
1
／
2
、
民
営
火
葬
場

は
支
払
額
の
1
／
2
で
す
。

　
近
隣
市
町
と
比
較
す
る
と
踏
み
込
ん
だ

内
容
で
す
が
、
物
価
高
騰
が
続
く
中
、
更

な
る
負
担
軽
減
は
必
要
と
考
え
ま
す
。
助

成
率
1
／
2
は
現
行
の
ま
ま
、
今
後
時
期

を
見
て
上
限
額
を
撤
廃
し
、
助
成
額
の
増

額
に
つ
な
げ
、
火
葬
料
の
値
上
が
り
が

あ
っ
た
場
合
も
連
動
し
て
助
成
額
も
上
が

る
仕
組
み
と
し
ま
す
。

火
葬
場
の
建
設
に
つ
い
て

問
火
葬
場
の
件
に
課
題
を
感
じ
て
い
る
か

答
高
齢
化
に
伴
い
国
内
で
は
２
０
４
０

年
頃
、
死
亡
者
数
が
ピ
ー
ク
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
火
葬
場
の
な
い
本
町
は
、
町
外

を
利
用
し
て
お
り
、
今
後
も
需
要
増
加
が

想
定
さ
れ
る
中
、
町
民
の
利
便
性
・
負
担

の
面
で
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま

す
。

問
火
葬
場
の
建
設
に
つ
い
て

答
次
の
複
合
的
な
課
題
か
ら
、
現
時
点

で
建
設
す
る
考
え
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

①
住
民
の
合
意
形
成
の
困
難
さ
：
施
設
の

特
性
上
、
場
所
選
定
に
慎
重
な
配
慮
が
求

め
ら
れ
、
地
域
住
民
の
理
解
と
合
意
が
不

可
欠
で
す
が
、
建
設
計
画
の
あ
る
自
治
体

の
多
く
が
直
面
す
る
問
題
で
、
本
町
で
も

理
解
を
得
る
の
は
困
難
と
考
え
ま
す
。

②
財
政
負
担
の
大
き
さ
：
建
設
に
は
多
額

の
初
期
投
資
と
運
営
維
持
費
が
発
生
し
財

政
面
で
大
き
な
負
担
を
生
じ
ま
す
。
他
自

治
体
の
公
募
資
料
に
事
業
費
上
限
額
32
億

円
と
あ
り
、
本
町
財
政
規
模
か
ら
将
来
的

に
大
き
な
負
担
を
残
す
と
想
定
さ
れ
ま

す
。

③
人
口
減
少
と
将
来
需
要
：
建
設
に
は
多

く
が
計
画
か
ら
完
成
ま
で
に
10
年
以
上
を

要
し
、
す
ぐ
着
手
し
て
も
完
成
は
死
亡
者

数
の
ピ
ー
ク
期
と
な
り
、
そ
の
後
は
死
亡

者
の
減
少
が
想
定
さ
れ
、
安
定
的
な
運
営

や
採
算
性
に
課
題
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

尾野　浩士議員

金森恵美子議員
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町政に対する一般質問

特
定
防
衛
施
設
周
辺
整
備
調
整
交

付
金
打
切
り
後
の
具
体
的
な
影
響

問
移
動
手
段
の
制
限（
外
出
機
会
の
減
少
）

答
「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事

業
」
は
、
調
整
交
付
金
を
活
用
し
運
行

し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
今
後

高
齢
者
人
口
が
ま
す
ま
す
増
加
す
る
中

で
必
要
な
事
業
と
考
え
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
運
行
本
数
の
減
少
や
ル
ー
ト

の
短
縮
、
利
用
料
金
の
有
料
化
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

問
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
負
担
増

答
医
療
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
調
整

交
付
金
を
活
用
し
て
い
る
の
は
「
子
ど

も
は
ぐ
く
み
医
療
費
助
成
事
業
」
で
す
。

「
子
育
て
す
る
な
ら
松
茂
町
」
を
実
現
す

る
た
め
、
こ
の
事
業
を
は
じ
め
、
す
べ

て
の
事
業
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
行
い
ま

す
。
財
源
が
不
足
す
る
こ
と
で
、
医
療
・

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
縮
小
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問
公
共
施
設
の
利
便
性
の
低
下

答
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ら
施
設
の
維
持
管
理
に

調
整
交
付
金
は
活
用
し
て
い
ま
せ
ん
。

ご
心
配
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
の
み
な
さ

ま
の
居
場
所
と
し
て
の
役
割
、
ま
た
そ

れ
に
付
随
す
る
取
り
組
み
は
、
こ
れ
ま

て
ど
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

問
防
災
・
安
全
面
へ
の
不
安

答
道
路
の
舗
装
や
街
路
灯
の
維
持
管
理

に
つ
い
て
は
、
一
部
の
道
路
修
繕
等
に

お
い
て
調
整
交
付
金
を
活
用
し
て
い
ま

す
が
、
今
後
も
必
要
な
道
路
や
防
犯
灯

の
維
持
補
修
は
適
切
に
実
施
し
ま
す
。

再
問
事
業
の
見
直
し
は
あ
る
の
か

答
現
時
点
で
は
、
個
別
の
事
業
に
つ
い

て
見
直
し
の
検
討
は
し
て
お
ら
ず
、
こ

れ
ま
て
ど
お
り
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
継

続
す
る
た
め
、
財
源
確
保
に
尽
力
す
る

の
み
で
ご
ざ
い
ま
す
。

再
問
町
独
自
の
財
源
補
填
策
は

答
調
整
交
付
金
以
外
に
も
防
衛
省
、
及

び
他
の
省
庁
の
補
助
メ
ニ
ュ
ー
は
様
々

あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
実
施
を
予
定
し

て
い
る
町
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
各
種

補
助
金
の
獲
得
に
努
め
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、ふ
る
さ
と
納
税
の
推
進
、更
に
は
、

新
工
業
団
地
整
備
事
業
に
よ
る
将
来
的

な
税
収
の
増
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
財
源
の

確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ
で

も
不
足
す
る
場
合
に
は
、
全
体
の
予
算

執
行
の
中
で
調
整
し
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
の
町
民
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
で
き
る
よ

う
尽
力
い
た
し
ま
す
。

新
工
業
団
地
の
整
備
に
伴
う
周
辺

地
域
の
雨
水
対
策
に
つ
い
て

問
雨
水
の
貯
留
機
能
を
持
つ
広
大
な
甘

藷
畑
へ
の
新
工
業
団
地
整
備
後
の
雨
水
対

策
に
つ
い
て

答
こ
の
土
地
は
現
在
、
甘
藷
畑
と
し
て

耕
作
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
状
態
が
、

農
地（
土
壌
）か
ら
工
業
用
地（
ア
ス
フ
ァ

ル
ト
舗
装
な
ど
）
に
転
用
さ
れ
ま
す
と

雨
水
を
地
中
に
浸
透
す
る
こ
と
が
出
来

な
い
た
め
、
土
地
の
浸
水
対
策
と
し
て

排
水
ポ
ン
プ
を
使
用
し
た
排
水
処
理
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
本
町
は
、
各
地
域
ご
と
に
排
水

機
場
を
設
置
し
て
お
り
、
こ
の
地
域
は
、

環
境
セ
ン
タ
ー
西
側
に
あ
る
豊
久
排
水

機
場
の
集
水
エ
リ
ア
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
豊
久
排
水
機
場
に
は
２
つ
の
排
水

処
理
施
設
が
あ
り
、
旧
排
水
機
場
は
昭

和
49
年
、
新
排
水
機
場
は
昭
和
59
年
に

建
設
さ
れ
て
お
り
、
老
朽
化
に
よ
る
機

械
設
備
の
機
能
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
新
工
業
団
地
整
備
の
転
換
発

足
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
２
つ
の
施
設
を
更

新
す
る
べ
く
現
在
、
防
衛
省
の
補
助
を

念
頭
に
協
議
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。

　
新
工
業
団
地
整
備
で
は
、
地
元
の
方
々

に
ご
心
配
を
お
か
け
す
る
点
も
ご
ざ
い

ま
す
が
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
新

工
業
団
地
整
備
に
合
わ
せ
、
周
辺
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
に
も
適
正
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

再
問
新
工
業
団
地
の
完
成
に
間
に
合
う

の
か

答
現
在
、
排
水
機
場
更
新
に
お
き
ま
し

て
は
、
町
と
防
衛
省
と
の
間
で
協
議
を

着
実
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
現
時
点
で

は
、
排
水
機
場
整
備
完
成
に
お
け
る
時

期
を
明
確
に
答
弁
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
新
工
業
団
地
完
成
ま
で
に
適

正
な
排
水
処
理
が
出
来
ま
す
よ
う
ポ
ン

プ
更
新
も
含
め
た
施
設
整
備
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

豊久排水機場

立井　武雄議員

米田　利彦議員
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総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
長

�

村
田
　
　
茂

専
決
第
２
号
「
松
茂
町
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

　

物
価
上
昇
局
面
に
お
け
る
税
負
担
の

調
整
の
た
め
地
方
税
法
等
が
令
和
８
年

３
月
31
日
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

専
決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
、
個
人
住

民
税
の
給
与
所
得
控
除
の
見
直
し
や
固

定
資
産
税
免
税
点
の
見
直
し
等
を
行
う

も
の
で
す
。

※
主
な
質
疑
応
答

問
今
回
改
正
さ
れ
る
固
定
資
産
税
免

税
点
の
家
屋
、
償
却
の
見
直
し
に
よ
り

町
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
影
響
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
か
。
数
字
的
に
分

か
る
よ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
教
え
て

く
だ
さ
い
。

答
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
家
屋
に
つ

い
て
は
、
新
た
に
対
象
者
32
人
が
非

課
税
と
な
り
、
11
万
5
千
5
0
0
円

の
減
収
見
込
み
、
償
却
に
つ
い
て
は
、

新
た
に
対
象
者
24
人
が
非
課
税
と
な

り
、
55
万
4
千
7
0
0
円
の
減
収
見

込
み
と
な
り
ま
す
。

　令和８年第２回定例会において議決の結果、同意第３号、報告第１号
～第３号、承認第２号（専決第２号～第４号）、議案第 44号～第 55号
及び発議第２号並びに追加議案の議案第 56号～第 58号について、原
案どおり可決しました。

●委員会付託案件以外で審査し、可決した議案
同意第３号 松茂町農業委員会の委員の任命について

報告第１号 令和７年度松茂町一般会計繰越明許費繰越計算について

報告第２号 令和７年度松茂町新工業団地特別会計繰越明許費繰越計算について

報告第３号 令和７年度松茂町水道特別会計継続費繰越計算について

発議第２号 議員派遣の件

議案第44号 動産の買入れについて（申請書作成支援システム機器）

議案第45号 動産の買入れについて（軽自動車タイプトイレカー）

議案第46号 松茂中学校体育館空調整備工事請負契約締結について

議案第47号 松茂小学校体育館空調整備工事請負契約締結について

議案第48号 喜来小学校体育館空調整備工事請負契約締結について

議案第49号 令和８年度広島ポンプ場耐震・耐津波対策工事委託に関する協定の締結について

議案第50号 笹木野ポンプ場No.2 水中ポンプ更新工事委託に関する協定の締結について

●追加議案
議案第56号 松茂町老人福祉センター「松鶴苑」キュービクル移転改修工事請負契約締結について

議案第57号 松茂町歴史民俗資料館空調等改修工事請負契約締結について

議案第58号 松茂町学校給食センター空調設備改修工事（その１）請負契約締結について

常任委員会・
特別委員会 委員長レポー
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常任委員会・特別委員会　委員長レポート

専
決
第
３
号
「
松
茂
町
国
民
健
康
保
険

税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　

地
方
税
法
施
行
令
等
が
令
和
８
年
３

月
31
日
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
専

決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
、
国
民
健
康

保
険
税
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
及
び
低

所
得
者
層
の
た
め
の
２
割
・
５
割
軽
減

基
準
額
見
直
し
に
係
る
改
正
を
行
う
も

の
で
す
。

専
決
第
４
号
「
令
和
７
年
度
松
茂
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
所
管
分
」

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6
千
2
5
6
万
7 

千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総

額
を
78
億
8
千
8
4
1
万
1
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
令
和
７
年
度
に

お
け
る
事
務
事
業
の
確
定
に
よ
る
歳
入

の
増
減
と
歳
出
の
不
用
額
を
減
額
す
る

と
と
も
に
、
歳
入
の
増
額
分
と
歳
出
の

不
用
額
を
財
政
調
整
基
金
等
に
積
み
立

て
る
も
の
で
す
。

議
案
第
54
号
「
令
和
８
年
度
松
茂
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
所
管
分
」

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
4
千
5

 
8
 5 

万
7
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算

の
総
額
を
88
億
4
千
5
8
5
万
7
千

て
、
歳
入
の
県
補
助
金
と
歳
出
の
農
業

振
興
費
に
と
も
に
「
と
く
し
ま
農
山
漁

村
未
来
投
資
事
業
補
助
金
」
を
3
千

7
0
0
万
円
、
増
額
補
正
す
る
も
の
で

す
。

教
育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
長

�

　
尾
野
　
浩
士

専
決
第
４
号
「
令
和
７
年
度
松
茂
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
所
管
分
」

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6
千
2
5
6
万
7 

千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総

額
を
78
億
8
千
8
4
1
万
1
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
令
和
７
年
度
に

お
け
る
事
務
事
業
の
確
定
に
よ
る
、
歳

入
の
国
県
支
出
金
等
の
増
減
と
歳
出
の

不
用
額
を
減
額
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
51
号
「
松
茂
町
印
鑑
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

　

出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
等
が

一
部
改
正
さ
れ
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
一
体
化
し
た
特
定
在
留
カ
ー
ド
及

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
今
年
度
策
定
す
る
「
津
波
避
難
計

画
改
定
及
び
南
海
ト
ラ
フ
臨
時
情
報
対

応
方
針
」
の
財
源
と
し
て
5
0
0
万
円

を
計
上
し
、
歳
出
の
主
な
も
の
と
い
た

し
ま
し
て
は
、
新
工
業
団
地
特
別
会
計

操
出
金
9
千
9
0
0
万
円
の
計
上
が

あ
り
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
長

�

　
鎌
田
　
寛
司

専
決
第
４
号
「
令
和
７
年
度
松
茂
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）
所
管
分
」

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
6
千
2
5
6
万
7 

千
円
を
減
額
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総

額
を
78
億
8
千
8
4
1
万
1
千
円
と

す
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
補
正
予
算
は
、
令
和
７
年
度
に

お
け
る
事
務
事
業
の
確
定
に
よ
る
歳
入

の
増
減
と
歳
出
の
不
用
額
を
減
額
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
52
号
「
松
茂
町
営
住
宅
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」

議
案
第
53
号
「
松
茂
町
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　

こ
の
議
案
２
件
は
、
町
営
住
宅
及
び

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
に
入
居
す
る
際
、
必

要
と
し
て
い
た
連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
、

2
名
だ
っ
た
も
の
が
1
名
に
な
る
等
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

※
主
な
質
疑
応
答

問
連
帯
保
証
人
の
改
正
を
す
る
際
、

保
証
人
の
資
格
要
件
に
民
間
の
保
証
会

社
を
対
象
と
す
る
か
検
討
を
し
ま
し
た

か
。

答
県
営
住
宅
も
含
め
た
県
内
の
他
の

公
営
住
宅
を
調
査
し
ま
し
た
が
、
民

間
の
法
人
を
対
象
と
し
て
い
る
自
治

体
が
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
対

象
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

議
案
第
54
号
「
令
和
８
年
度
松
茂
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
所
管
分
」

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
4
千
5

 
8
 5 

万
7
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算

の
総
額
を
88
億
4
千
5
8
5
万
7
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

そ
の
う
ち
、
当
委
員
会
所
管
分
と
し

6



常任委員会・特別委員会　委員長レポート

全
員
協
議
会
報
告

　
令
和
８
年
６
月
５
日
（
金
）、
松
茂
町
役
場
３
階
３
０
１
委
員
会
室
に
お
い
て
、

全
議
員
出
席
の
も
と
町
長
は
じ
め
町
の
担
当
課
職
員
が
出
席
し
、
ま
ち
づ
く
り
に

関
わ
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
い
た
し
ま
し
た
。

協
議
事
項

⑴　

�

動
産
の
買
入
れ
に
つ
い
て
（
申
請
書
作
成
支

援
シ
ス
テ
ム
機
器
）

⑵　

�

動
産
の
買
入
れ
に
つ
い
て
（
軽
自
動
車
タ
イ

プ
ト
イ
レ
カ
ー
）

⑶　

�

松
茂
中
学
校
体
育
館
空
調
整
備
工
事
請
負
契

約
締
結
に
つ
い
て

⑷　

�

松
茂
小
学
校
体
育
館
空
調
整
備
工
事
請
負
契

約
締
結
に
つ
い
て

⑸　

�

喜
来
小
学
校
体
育
館
空
調
整
備
工
事
請
負
契

約
締
結
に
つ
い
て

⑹　

�

令
和
８
年
度
広
島
ポ
ン
プ
場
耐
震
･
耐
津
波

対
策
工
事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ

い
て

⑺　
�

笹
木
野
ポ
ン
プ
場
№
2
水
中
ポ
ン
プ
更
新
工

事
委
託
に
関
す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て

⑻　

�

そ
の
他

び
特
定
特
別
永
住
者
証
明
書
の
運
用
が

開
始
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
54
号
「
令
和
８
年
度
松
茂
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
所
管
分
」

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳

入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
億
4
千
5

 
8
 5 

万
7
千
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算

の
総
額
を
88
億
4
千
5
8
5
万
7
千

円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
そ
の
う
ち
、
当
委
員
会
所
管
分
は
、
歳

出
に
「
医
療
用
補
整
具
購
入
費
補
助
金
」

30
万
円
の
増
額
補
正
と
、
そ
の
財
源
と

し
て
、
歳
入
に
県
補
助
金
15
万
円
の
増

額
補
正
を
す
る
も
の
で
す
。

※
主
な
質
疑
応
答

問
補
助
金
の
申
請
を
す
る
た
め
に
、

何
が
必
要
で
す
か
。

答
松
茂
町
の
住
民
で
、
こ
れ
ま
で
に

ガ
ン
の
治
療
を
受
け
た
方
が
、
４
月

以
降
に
補
整
具
を
購
入
し
た
場
合
に

対
象
と
な
り
、
ガ
ン
治
療
を
受
け
た

こ
と
が
分
か
る
書
類
、
例
え
ば
病
院

の
診
療
証
明
書

や
ガ
ン
治
療
に

係
る
説
明
書
な

ど
が
あ
れ
ば
申

請
で
き
ま
す
。

新
工
業
団
地
特
別
委
員
会

新
工
業
団
地
特
別
委
員
長

�

　
米
田
　
利
彦

議
案
第
55
号
「
令
和
８
年
度
松
茂
町
新

工
業
団
地
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）」

　

既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
増

減
な
し
と
し
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

3
億
5
千
29
万
1
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　

こ
れ
は
、
契
約
後
、
早
期
に
前
金
払

い
を
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
歳

入
に
お
い
て
一
般
会
計
繰
入
金
を
9
千

9
0
0
万
円
増
額
補
正
し
、
町
債
で
同

額
を
減
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
他

　

通
常
な
ら
転
用
が
困
難
な
規
模
の
農

地
を
活
用
す
る
た
め
「
地
域
未
来
投
資

促
進
法
」
及
び
「
農
業
振
興
地
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
」
の
所
定
の
手
続
き

や
用
地
測
量
等
に
つ
い
て
、
現
在
、
着

実
に
進
め
て
い
る
と
い
う
旨
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。
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議会活動報告

　６月19日（金）第２回定例会閉会後、全議員出席
のもと、冨士町長らとともに徳島県東部処分場の
視察に伺いました。この施設は、平成19年４月
に供用開始し、今年で20年目を迎えます。
　視察では、廃棄物の受入や埋立の進捗状況と廃
棄物の埋立容量の変更（浚渫土砂の一部→産業廃
棄物）を行う旨の説明があり、以下のような質疑
応答が交わされました。

①�　「安全な放流水を保つために水処理している
と思うが、薬剤注入ポンプ等の機械が夜中に壊
れたり、災害時なども含め、どのような対応を
しているのか。」という質疑があり「システムに
よる24時間監視の委託をしており、水質が基
準値を超えたり、機械が壊れたり、電気が止まっ
たりした場合に、職員か水処理プラントを監視
する業者に連絡が入ることとなっている。先日、
雷による停電があった際に、職員に連絡が入り、
対応したことがある。それ以外で水質や機器の
故障で対応した例は、これまでにない。」という
回答がありました。
②�　「先日、貝毒の記事を読んだが、そういった影
響はないのか。」という質疑があり「埋めている
廃棄物も放流水も、厳しい検査を行い、全て大
幅に基準値を下回っているため、これらが影響

していることは考えられない。」という回答があ
りました。
③�　「埋立容量の変更により、浚渫土砂を減らして
産業廃棄物を増やすとなると、言葉だけでイメー
ジが悪い。周辺環境の調査はしっかりやっても
らえるのか。また産業廃棄物が増えている要因
は？」という質疑があり「この処分場では、本
来は最終処分場に必要のない項目の検査も行っ
ており、またその基準値も全国トップクラスの
基準で行うなど、周辺環境に配慮している。また、
産業廃棄物が増えているということではなく、
浚渫土砂の受け入れがほとんど無いため変更す
るもの。産業廃棄物も一般廃棄物も年々減って
きている。」という回答がありました。
　今後も、松茂町内の安心安全のため、定期的に
現地視察を実施し、良好な環境が保たれているこ
とを確認してまいります。

　
５
月
22
日
（
金
）、
閉
会
中
の
継

続
調
査
の
一
環
と
し
て
、
産
業
建

設
常
任
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
建
設
課
所
管
の
令
和
７

年
度
事
業
実
施
箇
所
及
び
令
和
８

年
度
事
業
実
施
予
定
箇
所
の
う
ち

主
要
な
箇
所
を
現
地
視
察
し
、
そ

の
後
、
担
当
課
か
ら
の
詳
細
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
主
な
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。

⃝
令
和
７
年
度
事
業
実
施
状
況

　

道
路
橋
梁
費
の
工
事
請
負
費
で

は
９
件
で
7
千
9
8
2
万
4
千

円
、
修
繕
料
は
年
間
で
9
2
4
万

9
千
円
、
委
託
料
（
道
路
設
計
・

測
量
調
査
・
側
溝
清
掃
・
路
肩
の

除
草
等
）
は
５
件
で
2
千
1

 
3
 8 

万
4
千
円
の
、合
計
1
億
1
千
45
万

7
千
円
の
事
業
を
実
施
。
農
業
土

木
事
業
費
の
工
事
請
負
費
で
は
水

路
改
修
工
事
２
件
で
3
千
5

 
5
 8 

万
9
千
円
、
委
託
料
は
１
件
で

2
3
6
万
5
千
円
の
合
計
3
千

7
9
5
万
4
千
円
の
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。
両
方
で
総
事
業
費

1
億
4
千
8
4
1
万
1
千
円
で

す
。

⃝�

令
和
８
年
度
事
業
施
行
箇
所

　

道
路
橋
梁
費
の
工
事
請
負
費
で

は
橋
梁
の
修
繕
や
舗
装
工
事
、
地

元
要
望
を
受
け
て
実
施
す
る
工
事

な
ど
、
8
千
8
0
0
万
円
、
修
繕

費
は
1
千
1
0
0
万
円
、
委
託
料

は
3
千
4
8
0
万
4
千
円
の
合
計

1
億
3
千
3
8
0
万
4
千
円
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
農
業
土
木
事
業

費
で
は
工
事
請
負
費
1
千
1

 
0
 0 

万
円
、
委
託
料
3
0
0
万
円
の
合

計
1
千
4
0
0
万
円
を
予
定
し
、

合
計
1
億
4
千
7
8
0
万
4
千
円

の
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

閉
会
中
の
継
続
調
査
報
告 

～
産
業
建
設
常
任
委
員
会
～

�

産
業
建
設
委
員
長
　
鎌
田
　
寛
司令和７年度舗装箇所現場視察

屋上から処分場を見学

徳 島 東 部 処 分 場 視 察
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議会活動報告

「SDGs研修」に参加
　７月14日（火）、町職員を対象に毎年行ってい
る「SDGs 研修」に、山元尚武議員が参加しま
した。
　今年７年目を迎えるこの研修には、これまで
にも議員が参加し、松茂町の目指す SDGs につ
いて理解を深めています。

　５月 14 日・15 日、滋賀県大津市にある
全国市町村国際文化研修所（国際文化アカ
デミー）で、佐藤道昭議員と川端 順議員の
２名が「社会保障・社会福祉～地域共生社
会の実現に向けて～」という研修に参加し
ました。
　研修参加前に事前課題を提出し、研修所
では、２日間にわたり「地域共生社会の課
題と展望」「人材不足時代の介護を支える
DXの可能性」「孤立を生まない地域づくり
～身寄りのない高齢者支援と包括的体制～」
「包括的な支援体制の整備・重層的支援体制
整備事業の今後の在り方」の４つのテーマ
の研修を受けた後、全国の市町村議員との
意見交換が行われ、充実した２日間を終え
ました。

　７月 15 日（水）、松茂町総合会館で「松茂
町青少年非行防止決起大会」が行われ、６月
議会で可決した「議員派遣の件」に基づいて、
議員が参加しました。
　大会では、町内小中学校の代表の子どもた
ちの意見発表と、フリーアナウンサー：清水　
健 氏の講演を聴き、参加者全員で大会宣言を
行いました。

松茂町青少年非行防止
決起大会

国際文化アカデミー
研修参加

議 員 派 遣

月見ヶ丘海水浴場月見ヶ丘海水浴場
海開き式典海開き式典

　７月３日（金）、月見ヶ丘海水浴場の海
開きに先立ち、安全祈願の神事が執り行
われました。議会からは、佐藤議長が参
列し、シーズン中の無事故を祈り、テー
プカットを行いました。

神事の様子

9 まつしげ町議会だより No.105
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編
集
後
記

　

月
見
ケ
丘
海
水
浴
場
が
オ
ー
プ

ン
し
て
１
カ
月
、
今
年
も
多
く
の
方

が
海
水
浴
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。
す
で
に
訪
れ
た
方
も
い
る

と
思
い
ま
す
が
、ま
だ
と
い
う
方
は
、

ぜ
ひ
ご
家
族
や
ご
友
人
と
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　

表
紙
の
写
真
は
、
徳
島
東
部
処

分
場
の
視
察
状
況
で
す
。
海
の
環
境

を
守
る
た
め
に
処
分
場
職
員
の
皆
様

が
日
々
努
力
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

し
っ
か
り
守
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

議
会
と
し
て
も
関
わ
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
「
議
会
だ
よ
り
」
に
、
今
回

初
め
て
４
コ
マ
漫
画
を
掲
載
し
ま
し

た
。
硬
い
イ
メ
ー
ジ
の
あ
る
議
会
活

動
を
少
し
で
も
親
し
み
や
す
く
感
じ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。（
浩
）

広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
川
端
　
　
順

　
副
委
員
長
　
金
森
恵
美
子

　
委
　
　
員
　
川
田
　
　
修

　
委
　
　
員
　
村
田
　
　
茂

　
委
　
　
員
　
鎌
田
　
寛
司

　
委
　
　
員
　
尾
野
　
浩
士

　令和８年５月26日、東京国際フォーラムにおいて、「令和８年度
町村議会議長・副議長研修会」が開催され、佐藤道昭議長・米田利
彦副議長が参加しました。
　研修会は、全国の町村議会から議長・副議長が参加し、３つの講
演と宮城県蔵王町による事例発表がなされました。
　講演は、①「地方創生の先行き～地域未来戦略とともに～」一般
財団法人地域活性化センター理事長　林崎　理氏、②「人口減少社
会における外国人材の確保・育成の実践」東海大学教養学部人間環
境学科教授　万城目正雄氏、③「男女共同参画で地域を元気に～人
口減少社会を生き抜く方策～」京都女子大学学長　竹安栄子氏でし
た。
　また事例発表は「女性模擬議会の取組～町制施行69年の空白を
経て､ 女性議員の誕生･新しい風が吹く町へ～」と題して３名の宮
城県蔵王町議会女性議員が登壇し、各議員から発表が行われました。
　テーマは様々ですが、各地域のそれぞれの活性化や地方創生が、
その町の未来を決めるという大きな視点を思わせる有意義な研修会
でした。

令和８年度町村議会議長・副議長研修会
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